
その他
3億8,467万円
（5.6%）

消防費
3億3,675万円
（4.9%）

農林水産業費
2億2,601万円
（3.3%）

商工費
1億206万円
（1.5%） 議会費

8,344万円
（1.2%）

歳　入
74億3,208万円

（令和6年度73億2,456万円）

歳　出
(性質別)

68億7,963万円
（令和6年度68億6,557万円）

人件費
11億4,993万円
（16.7%）

扶助費
9億5,678万円
（13.9%）

普通建設事業・
災害復旧事業費・
維持補修費
7億9,331万円
（11.5%）

繰出金
6億2,487万円
（9.1%）

公債費
5億3,049万円
（7.7%）

積立金・投資・出資金・貸付金
5億310万円
（7.4%）

歳　出
(目的別)

68億7,963万円

民生費
18億9,236万円
（27.5%）

町税
16億2,633万円
（21.9%）

地方譲与税
7,742万円
（1.0%）

地方消費税交付金
3億4,212万円
（4.6%）

地方交付税
25億7,527万円
（34.7%）

国・県支出金
11億5,344万円
（15.5%）

分担金及び負担金
7,348万円
（1.0%）

繰入金
4億1,312万円
（5.6%）

繰越金
4億5,899万円
（6.2%）

町債
3億9,180万円
（5.3%）

その他
3億2,011万円
（4.2%）

総務費
10億7,571万円
（15.6%）

衛生費
9億6,441万円
（14.0%）

教育費
8億5,227万円
（12.4%）

公債費
5億3,050万円
（7.7%）

土木費
4億3,145万円
（6.3%）

物件費・補助費など
23億2,115万円
（33.7%）

自主財源　27億8,641万円(37.5％)
町税や分担金など、町が自主的に確保する財源。

依存財源　46億4,567万円（62.5％)
地方交付税や国県支出金など、国や県より交付される財源。

暮らしを支える支援や施設整備、
ドローン技術を活かした事業を実施

　令和7年度の町の決算の主な特徴として、物価高騰対策に取り組み、水道基本料
金の減免や、町独自の子育て世帯への給付金支給など、生活者に寄り添った支援
を実施しました。また、役場庁舎では、エアコン設備の更新と照明のLED化を実施
し、来庁される方が快適に利用できる環境の整備と省エネルギー化を図りました。
さらに、小学校体育館へのエアコン設備の設置により、児童が安心して活動でき
る環境を整備しました。
　加えて、ドローンによる小中学校の下校時の見守り事業や、町内出身のドロー
ンパイロット育成事業など、新たな技術を活用した安全・安心なまちづくりにも
取り組みました。
　ここで、町のお金がどのように使われているか、わかりやすく家計簿形式にま
とめてみました。（正確な数値は5ページにあります。）
� 問　総務課　企画財政係　☎86-1115

　歳入は74億3,208万円で前年度より1億
752万円（1.5%）増え、歳出は68億7,963万
円で前年度より1,406万円（0.2%）増えまし
た。差引きは5億5,245万円となり、今年度
も黒字決算となりました。今後も、歳出の抑
制に務め健全な財政運営を行い、かつ、安心
安全なまちづくりを行ってまいります。

●目的別歳出
　行政目的に着目した歳出の分類
●性質別歳出
　経費の経済的性質に着目した歳出の分類

　家計簿に「ローン
借り入れ」や「ローン
の返済」と書かれて
いますが、町の財政
が赤字というわけで
はありません。
　下の表を見てみる
と、町の財政の健全
化判断比率が早期
健全化基準を下回っ
ており、町の財政が
赤字ではないことが
わかります。
　健全化判断比率と
は、 財政の早期健
全化や再生が必要か
を判断する4つの財
政指標のことです。

支出支出
食費
（人件費）

医療費など
（扶助費）

ローンの返済
（公債費）

光熱水費や通信費など
（物件費・補助費など）

家の建築 ・ 改修 ・ 修繕
（普通建設事業費・災害復旧費など）

貯金や投資
（積立金・投資・出資金・貸付金）

子どもへの仕送り
（繰出金）

115万円

96万円

53万円

232万円

79万円

50万円

63万円

支出合計支出合計 688万円

給与
（町税・地方譲与税・その他交付金）

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金）

家賃収入
（分担金・負担金）

貯金の取り崩し
（繰入金）

前年度からの繰越など
（繰越金など）

ローン借り入れ
（町債）

215万円

373万円

7万円

41万円

68万円

39万円

収入合計収入合計 743万円

収入収入

東庄町健全化判断比率 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率
一般会計の赤字比率

赤字
なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率
町すべての会計の赤字比率

赤字
なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率
町債の返済がどのくらい

負担になっているか
4.7％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
将来どのくらいの負担が

見込まれているか
－ 350.0％

令和6年度末 令和7年度末

50億2,111万円 49億165万円

借入金（地方債現在高）

令和6年度末 令和7年度末

13億6,588万円 14億1,396万円

預金（財政調整基金現在高）

企業会計名 資金不足比率
企業会計の赤字比率

経営健全化
基準

水道事業会計 赤字なし 20.0％
東庄病院企業会計 赤字なし 20.0％

食肉センター特別会計 赤字なし 20.0％

1億1,946万円
減額

4,808万円
増額

▶特別会計
　特定の収入で特
定の事業を行うと
き、その収支を明
確にするために設
置する会計

▶企業会計
　地方公営企業法
が適用される事業
として区別される
会計

会計名 歳入 歳出 実質収支
国民健康保険 16億2,508万円 14億7,721万円 1億4,787万円

後期高齢者医療 2億4,609万円 2億4,526万円 83万円
食肉センター 1億7,045万円 1億4,722万円 2,323万円

訪問看護ステーション 4,491万円 3,900万円 591万円
介護保険 16億5,454万円 15億3,747万円 1億1,707万円

会計名 収入 支出 損益

水道事業会計
収益的収支 4億6,225万円 3億5,551万円 1億674万円
資本的収支 1,000万円 7,352万円 －6,352万円

病院事業会計
収益的収支 10億6,563万円 11億4,245万円 －7,682万円
資本的収支 1億5,888万円 1億7,254万円 －1,366万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。
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令和7年度 一般会計

東庄町の家計簿東庄町の家計簿　　一般会計を1000分の1にしてあります
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